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１．研究計画の概要 

本研究では、牧場経営が野生動物へ及ぼす
影響を評価し、その対策を検討するため、（1）
牧場を利用する動物相の把握し、(2) 牧場に
出没する動物種やその頻度を林地と比較し
て草地の誘因効果の把握し、(3)野生動物に
よるウシ用配合飼料の盗食の実態を明らか
にし、(4)こうした盗食が野生動物の栄養状
態や繁殖状態に及ぼす影響を評価し、(5)盗
食防止対策法の開発を試みる。 

 
２．研究の進捗状況 
 (1)については、牧場に設置したセンサー
カメラによる調査から牧場を利用する 11 種
哺乳動物を確認した。(3)については、牛舎
でのビデオによる調査から、イノシシ、タヌ
キ、キツネによるウシ用配合飼料の盗食を確
認し、とりわけ、イノシシ、タヌキによる盗
食の頻度が高いことを明らかにした。(4)に
ついては、捕獲個体の計測値および繁殖状態
の比較から、盗食個体の栄養状態ならびに繁
殖状態がきわめて良好であり、盗食が栄養状
態や繁殖状態の向上に寄与することを明ら
かにした。(5)については、簡易電気柵の設
置により、盗食行動の出現頻度の低減が可能
なことを実証した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 現在までのところ、順調に研究は進展して
おり、当初予定した目的をほぼ達成しつつあ
る。(2)についても、３年間のカメラ調査の
データ収集が６月には終了するため、データ
の解析作業に取りかかることができる。また、

(5)については、簡易電気柵で確認された問
題点を解消するため、新たに開発した防除柵
を用いた実証試験を進めつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度中に(2)の課題についてもデータ収
集が終了するため、解析に取りかかり、とり
まとめを行う予定である。また、(5)につい
ては、新たに開発した防除柵をもちいた実証
試験を今年度実施する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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